
画まとめ  

○ 本調査では、全国の病院、一般診療所、歯科診療所、保険薬局に対してアンケート   

調査を行い、医療のIT化に伴い各医療機関・保険薬局が負担しているコストー「シス   

テム導入保守に係る費用」「施設内の人的資源の投下」－を定量的に把握することが   

できた。  

○ 特に「施設内の人的資源の投下」については、前年度調査結果においても、院内の   

スタッフがITシステムの導入・運用に関して何らかの関与を行い、相当程度の人的資   

源（人件費）を投下していることを把握していたが、本調査では、さらに人的資源の   

投下量の把握を試み、人件費へのコスト換算を行った。  

○ さらに、汀システムの新規導入に伴うコストだけではなく、診療（調剤）報酬改定   

に伴う医事（調剤）業務支援システムの追加的な改修・組替費用や、レセプト電算処   

理へ対応に伴う追加的な改修費用、医薬品マスタ・材料マスタの購入費用等について   

も把握を行った。  

○ また、医療n「の導入効果についても、コスト・業務への影響について、医療機関側   

の評価を定量的に把握することができた。  

○ ただし、本調査の回答率が低調であったため、回答結果の代表性には充分留意する   

必要があり、今後、医療の汀化に係るコストについて政策に活用できるデータを得る   

ためには、本調査結果を基礎として更なる調査を実施することが望まれる。  

35   



第1 基本情報  

1 開放主体  （平成18年12月1日璃在）  

01厚生労働省  

0ヰ 独立行政法人労也者健康袖牡機構  

07 市町村  

10 北淘遭社食事業協会  

13 食餌社会保険協会連合会  

16 健康保験組合及びその連合会  

1g 公益法人  

22 社会権牡鹿人  

25 その他の法人  

02 独立行政法人鱒立病院機爛  

05 その他国  

08 日赤  

11厚生連  

川 厚生年金零葉振興団  

り 共済組合  

20 医療法人  

23 医療生協  

26 倭人  

03 国立大学法人  

06 都道府県  

09 済生金  

12 国民健康保険団体連合会  

15 船員保険金  

18 国民饅康保険組合  

21学校法人  

2ヰ 会社  

医療のIT化に係るコスト調査  

（病院票）  

2 病床・入院患者の状況  （平成18年12月1日現在）  

在院患者数  病床種類  許可病床  

（1）一 般 病 床  

（2）療 ♯ 病 床   

【再掲】指定介護療養型医療施傲  

（3）掃 神 病 床  

指定介護療毛型霞ま施設  
＿＿ニ  ー＿．l＿．＿＿  

（4）結 棟 病 床  

（5）感 染 症 病 床   

合  計  

3 外来診療尊の状況  （平成18年11月1カ月開）  

一－－一一一一一一‾  

く1）初診患者数  

く2）再診愚書延べ敢  【■一一・一〆一■一一〆・・‾‘‾  

（平成17年10月1日現在）  ヰ 職■の状況  

非常勘韓員  

小数点第一位まで】  人【常勤換算  （1）医師  

人【常勤換算・小数点第一位まで】  （2）歯科医師  

人【常勤換暮・小数点算一位まで】  （3）薬剤師  

貴 施 設 名  

群書   

紀 人 音 氏 名  

t話♯号  市外局書  （内線  ）  

連絡先                     FAX書号  

E－M8‡l   ＠  

＿【」耶」」艮   

人【常勤換算り小数点第一位まで】  （ヰ）看護職員  

人【常勤換算・小数点第一位まで】  （5）■旗補助韓員  

人【常勤換書り小数点第一位まで】  （6）医療技術員  

人【常勤換算・小数点第岬拉まで】  （7）事務験Å  

人【常勤換井り小数点第一位まで】  （8）技能労務員t労精員  

人［常勤換算り小数点第一位まで】  （9）役員  

く平成18年12月1日現在）  5 乗組等の状況  

03 臨床研修病院  04 開放型病院  地域医療支援病統   82 特定機能病院  1
 
5
 
8
 
0
 
ク
ー
 
 

0
 
0
 
0
 
1
 
1
 
 

DPC対虫病院  08 DPC串♯病院  07 特定承紘保険医療機関  

老人性痴呆疾患ホ義覇棟を有する病暁  09 緩和ケア病棟菱有する病院  

日本医療機能評価損構による認定病院  11国際標準規格ISO9000（品質マネジメントシステム）  

医療情報システム開発センターによる個人情報係属に関するプライバシーマ嘱ク   



第2 収支情報  

l医業収入一介陳収入・医業及び介護費用  （平成17年度分）   

科  目  ∴■ ヒ   

十  ■  ▼  
■  

（1）医業収入 ′  ①入院収入  円  

②特別の療事ヰ壌収入  円  

③外来収入  円  

㊥その他の医業収入  u  u n     円  

⑤合計（①＋②＋⑨＋㊥）  ll ！l    円   
く2）介護収入  q）合計  円   

（3）医薬及び   円  

介護費用   円  

業壬与を含む   円  

薬剤師  円  

肴蹟事員   円  

看護補助■員   円  

仙                                                 （訃さ粁                           ②（うち）給与費   匿腱                            歯科應欄                                    u u   l事 1l              u H   u n     ll      u n          h                      医療技術員                       円    事務書員  u    H           仙 il    円 円    技能労濱員・労残月      n             役員                    1   円 円   ③（うち）システム開逓凛用   u 口   ロ     山    u 口   

璃
阜
 
－
T
ヾ
リ
サ
ト
8
愈
望
義
盛
 
 
 

第3 院内情報のIT化の概況  

1院内情報のIT他のキ況  （平成18年12月1日現在）   

（1）t子カルテシステム  01稼動中   02 開発中  03 劃個中   0ヰ 計画なし   

（2）オーダリングシステム  01稼働中   02 闘弗中  03 肝腎中   0ヰ 計画なし   

看護業務文雄システム   01稼動中   02 開発中   03 計野中   0ヰ 計画なし  

薬剤業務支援システム   01棟勤中   02 開発中   08 計肩中   04 椚個なし  

手術乗務支捷システム   01稼敵中   02 開発中  03 計画中   0ヰ 計画なし  

（3）  01稼働中   02 蘭先中   03 針直中   04 計琶なし  

各  03 計画中   0ヰ 計画なし  

部 円  08 肘野中    0一 別・園なし  

シ ス  01稽勤中   02 開発中   03 軒貿中   04 肘函なし  

丁 ム  01稼勘中   02 開発中  03 断簡中   0ヰ 計画なし  

食事業務支援システム   01稼動中   02 開発中  03 劃個中   0ヰ 計膏なし  

病歴管理業務支捷システム  01稼動中   02 開発中  03 計画中  0ヰ 針園なし  

その他のシステム   01稼動中   02 開発中   03 計腎中   04 計珂なし   

※いずれの一丁システムについてもrOl稼動中」が無し噸合は、本調査票へのご取入はここまでで結構で  

す。ご協力いただきまして誠l＝ありがとうございました。2007年1月31日く水）までに、同封の返信用封   

筒に入れてご投函ください。  

つ  



第5 システム導入・運用に関する院内体制  

1院内のシステム書管群書   

（1）システム書管静書の有無   01有り  02 無し   

（2）システム書管部署所属職員  i：二：‾   l†  ト   人【常勤換算り小数点第一位まで】  
‾－「〔▼Ⅶ  

歯科医師  ト  

薬剤師  T’∴  

窄雄職Å   1■ 仙【、⊥．」▼■＿．＿  

看横補助職員  ！．  

医療技術員  ！．  

事務職員   「‾■「T仙  ト   人［常勤換算・小数点第一位まで】  

技能労務員・労欄眉   ト   人【常勤換算・小数点第一位書で】  Ⅶ一 
役員   u   人【常勤換算・小数点第一位まで］   

吉＝◆’  
く3）年間人件升（   円   

2 システム連用辱  要Å金（最上位の李Å金）   

く1）陵内検討婁員会の有k   01有り  02 無し   

く2）院内検肘垂且会の構成   医師  H l  

歯科医師  n・－■－W  

薬剤師  

看随欄月  

看捜補助書員  人  

医療技術且 事務職員     口 口          人 人 人 人   技能労凋欄・労覇月   役員  H  （3）院内檎肘斐員会の銅催鯛腐  年I 一回 1朗たり平均 l時間開催   

3 システム運用雪削＝関する分科会・ワーキンググループ   

（1）分科会■ワーキング零の有無  01有り  02 無し   

（2）分科会・り鵬キング専の構成  医師   ‖ “  人・回［1年間あたり］   

歯科医師  人・固【1年間あたり】   

医師2人が蓼加する分科会  薬剤師  人・国【1年憫あたり】   
Aが5回、医師3人が蓼加す  
る分科会Bが4回開催された  看護職員  人・固【1年間あたり］   

2人×5国＋3人Xヰ回  
肴削肋職員  人・回【1年間あたり】  

質22人・回となり、  医療技術員   人・国【1年間あたり】   

医師22人・同と記入する   人・向い年間あたり】  

※（2）の記入例                        場合  

捜■  （3）分科会等の1回当た別開催時間  1回当たり平均  u  

以下の設間7・8は「レセプトt書処理を実施している」場合のみご記入ください。  



4 システム中人前の一定期間のスタッフ研騰   

（りスタッフ研♯の有無   01有り  02 無し   

（2）l人当たり必♯回数   医師  回【1回議たり平均  時間】  

歯科医師  回【1回当たり平均  時間】  

薬剤師  回【1回当たり平均  時間】  

看穫職員  回【1回当たり平均  時間】  

同【1回当たり平均  時間】  

時間】  

回【1回当たり平均  時間】  

回【1回当たり平均  時間】  

－                                                                看捜禰助傭膿             匿療技術員      固【1国当たり平均       事♯欄員            技能労♯A・労♯Å            役Å     回【1国当たり平均  時間】   

以下（2）－（3）t珊町的檎鉦を実施した場合のみご記入ください。  

（2）システム化に伴うコストの増減   
I 

－  

円／年の（増加・減少）   

（3）効果犠牲方法等の内容   ご自由に記入下さい   

第61T導入によるコストへの影響  

1収入への影響   

01有り⇒ （1）システム化に伴う収入の増減   
－  円／年の用伽■減少）  

02如し  

03不明   

2 人件費への影響   

（1）システム化に伴う人件費の増よ   01有り⇒ ll，l円／年の（増加・減少）  
02 無し  

03 不明   

（2）システム化に伴う配置転換の有無  01有り   02 女し   

3 紙・フイルムに係るコストヘの影響   

く1）絶の使用1ま化に伴うコスト増減  01有り⇒ 
l l！季l円／年の（埠加－よ少）  

02無し  

03不明   

（2）紙の保管スペースの増減   01有り ⇒t  ぎl相加）（増加・減少）  

02無し  

08不明   

l！l円／年の（柵加・減少）  
02 如し  

03 不明   

（4）フイルムの保管スペースの増減   

（3）フイルム使用1ま化に伴うコスト増減  01有り ⇒ 

01有り⇒l－！l哺よの（増加・よ少）  

02 無し  

03 二不覇  

第7 1丁導入による変化  

1 一丁導入に伴う嚢化についての絆す   

そ  そ  ど  
ち  
ら  

評 価 内 容  
う  う 患  で  
息  

わ な  も な  
う  い  い   

①比較可能なデータの鬱積と活用が可側になった   01   02   03   

②襖圭結集専を鴫野・静止画を用いて説明することで、慮割ことって理解しやすい  01   
鯵療が可能になった   

02   03  

③パソコンヘの入力のため、診察の際に患者と話す時間が裁った   01   02   03   

④患者1人当たりの鯵零時間が長くなり、1日当たりの外来患蕾憎が洩った   01   02   03   

⑥匿♯従事著聞での≠報共有が遽み、チーム医療の実施が容易lニなった   01   02   03   

⑥医療職関内・霞ま機鵬間における情報交換が容易になった   01   02   03   

⑦システムによる自勤チェック機能専lこより、払方上の基準懐オーバーや禁忌零の  01   
インシデント等が薫少した   

02   03  

⑧医師の処方・指示の見統性が向上し、伝達ミスによるインシデント響が減少した  01   02   03   

（砂正確な物流讐糧により在ヰが適正化された   01   02   03   

⑳診療報酬の請求書書が勤ヰ化された   01   02   03   

①業務が効串化され鶴兼時間が減り、人件費が削減された   01   02   03   

⑫システム陣書のため業精に影響があった   01   02   03  



2 その他、IT導入に伴うま化についてご自由に記入下さい  

本調査票の股間は以上です。ご協力いただきまして誠にありがとうございました。   

2007年1月31日（水）までに、同封の返信用封筒に入れてご投函ください。  

8   



第1基本情報  

医療のIT化に係るコスト調査  

（有床診療所票）  

第2 収支情報  

1医薬収入t介譜収入・医業及び介護費用  く平成1丁年度分）   

科  目  金  額   
十  ■  

f  （1）医業収入   ①入焼収入  円  

②外来収入   H H  円  

⑨その他の医業収入  円  

④合計（Q）＋②＋⑨）  円   

（2）介護収入   任）合計  
i  

円   

（3）医業及び介護費用  ①合計  H  円   

iニ．  
■  

り■■止■■巨  

部署   

記 入 者 氏 名  

t臨書号  市外局番  （内線  ）  

連絡先                     FAX書号  

E－M81I   ＠  

第3 院内情報のIT化の概況  

※いずれのITシステムについても「01稼働中」が無い場合は、本調査票へのご紀入はここまでで縮欄で   

す。ご協力いただきまして城lこありがとうござい手した。2007年1月31日（水）までに、同封の返信用封   

筒に入れてご投函ください。   

J＿  
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第4 1Tシステムの個別情報  

感ノ、   



第6 1T＃入による変化  
8 紐・フイルムに係るコストへの影事   

（1）紘の使用1変化に伴うコスト増減  01有り ⇒ll 仁＝  － ■】円／年の（媚加・濾少）  

02無し  

朋不用   

（2）紐の保管スペースの増減   01有り ⇒l：毒In鳩如〉（舶＝抄）  

02 無し  

桐 不明   

（3）フイルム使用量変化に伴うコスト増よ  0一 書り ⇒l星lト ト巨＝l円／年の（媚加・漉少）  

02無し  

03不明   

（4）フイルムの保管スペースの増減   01有り⇒「「「∩確度の（増加・濃少）  

02如し  

03：不明   

ヰ システム導入による椚闇的な勤巣檎牲の実施の有無   

（1）システム導入の計宵的な検証   01有り  02 無し   

以下（2）～（3）は静間的捜温を実施した場合のみご記入ください。  

本調査震の散開は以上です。ご協力いただきまして誠lこありがとうございました。   

2007年1月31日（水）までに、同封の返信用封筒に入れてご投函ください。  

5   



第1 基本情報  

1間数主体  （平成18年12月1日現在）  

01倒人  02 その他  

2 外来鯵療噂の状況  （平成18年11月1カ月問）  
岬“   

く1）軌鯵患者数   n u  n u      「 

（2）再診愚者延べ数   

医療のIT化に係るコスト調査  

（無床診療所票）  

第2 収支情報  

凛収入・医♯費用  （平成17年度分）  

金  銀   

】雷  ▼  

円  
【 山  

円  

円  

医業収入  ①外来収入 ②その他の医業収入  l◆ i■  芦 n                                 医業費用  ⑨合計（①＋②） ①合計  

円   

第3 院内情報のIT化の概況  

貴施設名  

部署   

記入者氏名  

t騎手号  市外局♯  （内線  ）  

連絡先                     FAX番号  

E－Mtl＝   ＠  

※いすれのITシステムについてもrOl稼動中」が無い場合は、本調査寮へのご把入はここまでで結構で   

す。ご協力いただきまして誠にありがとうございました。2007年1月31日（水）までに、同封の返信用封   

筒に入れてご投函ください。   
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第4 ITシステムの個別情報  

1ITシえテムの個別什報  

システム導入期  t    並のシステム導入・更新時の契約状況  

【職位：年ま】  契約   形態  契約期間  契約金胡  

￥レンル、リースの■倉は【キー】  

贅職責用ポー立てである■色は  
各■の下離にた入   

記入例  
乙∝）0，㈹  円  

（触〉 1．000．000  円  

（1）t子カルテシステム・   円  
オーダリングシステム  ま  u  

宇  ■  2  3  4  年  月一 年  月   （掛〉  
円   

（2）医事業務支捷システム  円  
（■l彙）  円   

円  
システム運用・保守【年額】  

円   

経営コンサルテルゲ【年犠コ  
円  

円  

各システムヘ●ンラーーのヰ入方式   Olシングルベンダー方式  02 マルチベンダー方式  



3 紙・フイルムに係るコストヘの影書  第6 1丁場入による変化  

円／年の（増加・減少）  01有り ⇒  

02 無し  

03 不明  

（1）紙の使用量削ヒに伴うコスト増減  

0－有り⇒⊂ココ憫削（増加・戚少）  紙の保管スペースの増減  

02無し  

03不明   

フイルム使用暮ま化に伴うコスト増減  01有り ⇒ll…il．ぎl円／年の（増加・減少）  

02 無し  

03 不明   

フイルムの保管スペースの増減   01有り ⇒l －l鵬度の（増加・減少）  

02無し  

03不明   

システム導入による計尉的な効果檎牡の実施の有無   

システム導入の計圃的な検証   01有り  02 無し   

以下（2）～（3）は軒圃的横江を来港した場合のみご記入ください。  

円／年の（媚加・減少）  （2）システム化に伴うコストの増減   

ご自由に紀入下さい  （3）効果検証方法等の内群  
・ －ヽI  

本調査眉の設問は以上です。ご協力いただき苦して誠にありがとうございました。   

2007年1月31日（水）までに、同封の返信用封筒に入れてご投函ください。  

5   



第1基本情報  

医療の】T化に係るコスト調査  

（歯科診療所票）  

第2 収支情報  

科  目  食  鑓   

i : ; : : ▼ H   

く1）匿集収入  q）外来収入   Ⅷ  円  

②その他の匿集収入  
‖  u  

円  

合計（①＋②）  円  

く2）匿末書用  ①合計  円   

第3 焼内情報のIT化の概況  

★ 施 設 名  

部署   

妃 入 書 氏 名  

t顎暮号  市外局番  く内線  ）  

遽♯先                      FAX番号  

E－M8Il   ＠  

※いずれのITシステムについても「01稼働中」が無い場合は、本調査票へのご記入はここまでで結構で   

す。ご協力いただきまして諌にありがとうございました。200丁年1月31日（水）までに、同封の返信用封   

筒に入れてご投函ください。   
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第4 1Tシステムの個別情報  

1】Tシステムの個別情報   

l  シ         ステム増  宜    近のシステム等入t更新時の契約状況  

契約   形態    契約期間  契約金嘲   

口 9  口 9  口 9  口 9  口 9  肝   口  妄1jl   1享2   j2  妻2  云2  ≦2  j2  巨2  1j2   …3  j4  剰剛帥用一畿丁年月     繁■入の叫倉は【削u     8  

狭軌t用が甥立てであふ■舎瞳  

も犠の下馳こた入  

n l            【単位：  
く触，  ≡≡≡：慧重訂  

オーダリングシステム  
ロ  毒2  

星  
n n  

！（2）医事業蕃支援システム  ぎ2  3  ≡4  上  

円   

システム運用・保守【年覇】  
Pi 

iR  

経営コンサ拙，・胴】  

‡  †・ 毒円，  
1  

j各システムヘ●げ－の導入方式  01シングルベンダー方式  02 マルチベンダー方式   

二  
ヽ  ′・  
l   



第6 1T導入による変化  

本調査震の敗問は以上です。ご協力いただきまして雛にありがとうございました。   

2007年1月31日（水）までに、同封の返信用封筒に入れてご投函ください。  

4   



第1基本情報  

医療のIT化に係るコスト調査  

（保険薬局票）   

第2 収支情報  

1収入・費用  （平成17年度分）  

金    線      十 ■      ■ 万    ▼      円                      円   
（1）収 入 合 計  

（2）費 用 合 計  

第3 薬局内情報のIT化の概況  

ヽ
 
・
 
 

1薬局内情報のIT他の概況  く平成18年12月1日親在）   

く1）t子薬歴システム   Ol揺動中  02 開発中   03 計園中   0ヰ 計圃なし   

（2）在ヰ管理システム   01稼動中  02 開発中   03 計国中   0ヰ 計阿なし   

（3）レセプト電算処理システム   01捷勤中  02 開発中   03】け国中   0ヰ1附函なし   

（4）インターネットによる医薬品什報  の闊Eシステム  01稼動中  02 開発中   03 計国中  0ヰ 肝厨なし   

（5）その他の調剤業務支援システム  01揺敵中  02 開発中  03 計画中  04 計圃なし   

群書   

（内線  ）  

貴 施 設 名     記 入 者 氏 名     連絡先  t陪響号  市外局番                FAX寺号     E－M（l‖   

＠  

※いすれのITシステムについても「01稼動申」が素肌、鳩舎は、本調査票へのご取入はここまでで枯構で  

す。ご協力いただきまして城にありがとうございました。2007年1月31日（水）までに、同封の返信用封  

！酎こ入れてご投函ください。   
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算4 1Tシステムの個別情報  

11Tシステムの個別情報   

システム中人期  t     近のシステム導入・更新時の契約状況  

【■．位：年よ】  契約形態  契約期間  契約金犠  

2   
楽■■事月一鴨丁年月  

和 Ⅷ 8l  

楽h免t用が罰立てである●倉lま  

嵩…  皇室 ‖ H   書■の下虔にt巨人   

年  虞   事  ■  年  

記入例  
乙M，α）0  円  

n   
肌 u n u ‖   L  ロ   2  3  ヰ  独  ヰ4月一畑丁事）月  （■先）■＝X氾，∝）0  円  

H 円  
（1）t子薬歴システム  2  3 4   事  月一 事 月  

（桝）  円   

2  3こ 4   年  月一 事  月  円  
（2）在社t理システム  

（肘）   円   

（3）レセプトt算処葛システム  
円  

2  3  4  年  月一 事  月  

‖  n  （，l彙）  円   

（ヰ）インターネットによる   円  
ロ   2  3  4  年  月一 年  月  

医薬品情報の開鷹システム  
（脚）   円   

（5）モの他の調剤★震支提システム  
円  

2  3  ≡4  年  月一 年  月  

（■■）   R   

システム連用・保守【年額】  
R   

鮭曹コンサルティンゲ【年額】  
円 

各システムヘ●げ－の導入方式 世   01シングルベンダー方式  02 マルチベンダー方式   

屋℡ ′▲  

JJi＿＿  

∫†   



4 システム導入による断固的な効果痍I旺の実鳥の有朱  2 その他、IT導入に伴うま化についてこ自由に記入下さい  

（1）システム櫨入の雷十圃的な検証  01有り  02 無し  

以下（2）－  （3）は計圃的検証を実施した場合のみご一己入ください。  

第6 1T導入による変化  

11T導入に伴うま化についての評価  

そ  そ  ど  

フ  
う  ち  

息 わ な  
思  

な  
い  い  う  

01   02  03   

l方1の基準情オーバーや禁忌等の  01   
02  03   

によるインシデント零が減少した  01   02  03   

1が削減された   01   02  03  

01   02  03  

01   02  03  

01   02  03   

渡された   01   02  03  

01   02  03   

評 価 内 容  

①比較可能なデータの薔碑と活用が可能になった  

②システムによる自勤チェック機能等により   
インシデント轡が減少した  

③ワークシート鬱の見練位が高まり、伝達ミス零  

④薬歴簿辱のt子化により、緻専の消耗品の使用  

⑤正確な物流管理により在＃が適正化された  

喧）会計のミスが減少した  

⑦診療報酬の賄求事務が効率化された  

㈲業務が勅封ヒされ残業時間が減り、人件費が側  本調査票の餃闘は以上です。ご協力いただきまして誠にありがとうございました。   

2007年1月31日（水）までに、同封の返借用封筒に入れてご投函ください。   ⑨システム陣書のため業掛こ影響があった  




